



















































































































































































































































































































































































































































ディア論（Understanding Media: The Extensions 
of Man）』（1964）で後世に残る有名なことば、


































































（Association for Media Literacy）やアメリカ
合衆国の全国メディア・リテラシー協会

































































































































































































協会、村上訳、原文はthe Association for Media 
Literacy（カナダ・オンタリオ州、メディア・リ












７ John Pungente, S.J. From Barry Duncan et al. 
Media Literacy Resource Guide, Ontario Ministry 




























17 マーシャル・マクルーハン（Marshall Mcluhan, July 
21, 1911 – December 31, 1980）は、The Mechanical 











Politics of the Electronic Revolution: Further 
Notes on Marshall McLuhan. Urbana: University of 
Illinois, 1972.
19 D.バッキンガム、2006年、15頁。
20 Masterman, Len, “A Rational for Media Education,” 
in Kubey, Robert (ed.), Media Literacy in the 
Information Age: Current Perspectives, New 





強 化 す る こ と で あ る（Len Masterman, “Media 
Education : Eighteen Basic Principles”, MEDIACY, 
vol.17,No.3, Association for Media Literacy, 1995.
（訳責　宮崎寿子・鈴木みどり、1999年11月）。
23 2.メディア・リテラシーの基本概念は、「構成さ
れ、コード化された表現」（representation）とい
うことである。メディアは媒介する。メディアは
現実を反映しているのではなく、再構成し、提示
している。メディアはシンボルや記号のシステム
である（同）。
24 3.メディア・リテラシーは生涯を通した学習過
程である。ゆえに、学ぶ者が強い動機を獲得する
ことがその主要な目的である（同）。
25 日本でも2001年に東京支局が開局され、新聞や
月刊誌（「子ども論」「世界」「現代」など）にも
記事が掲載されたが、アメリカからの資金が途絶
え今ではボランティアベースの活動に留まる。
  しかし、同年6月末に米国本部の財政危機によ
りCE東京支局の活動も８月末で停止を余儀なく
された。現在では、CEの記者、保護者、ボランティ
ア、理事たちの有志により、英国CEの衛星支局
をモデルに活動を続けている。
26 菅谷、2000年。
